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(Suzuki et al. 2000) 
6.aUzU}/} R▲図⑥　開葉と葉の拡大の定義
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　左に 2004 年，右に 2005 年の結果を示す。括弧内の数字は個体数，黒丸は平均，バー
は範囲を示す（Takahashi et al. 2013 より改変した図）。
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